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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、「遊び仕事（マイナー・サブシステンス）」を環境教育の中に位置づけ、
「遊び仕事」の要素を取り入れた体験的な環境教育プログラムを開発するである。「遊び仕事」の具体的事例として、
対馬（長崎県）で盛んに行われている在来種ニホンミツバチの伝統養蜂を取り上げ、そこに内在する豊富な知識・技術
・知恵・文化を巻き込んだ環境教育プログラムを開発した。さらに、開発した環境教育プログラムを用いた環境教育実
践を行った。

研究成果の概要（英文）：The concept of "asobi shigoto (playful work)" is attracting interest as a framewor
k for understanding the relationship between man and nature. The aim of this study is (1) to localize "aso
bi shigoto" in the context of environmental education, and (2) to develop experience-based environmental e
ducation programs based on "Asobi Shigoto". The attention was directed to the traditional apiculture of th
e Japanese honey bee, as "asobi shigoto", which has been successively passed down in Tsushima City of Naga
saki Prefecture, to conduct a field survey focused on the way in which man and nature relate to each other
. As a result I could develop environmental education programs based on "Asobi Shigoto" and made experienc
e-based environmental education practices using the programs.
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１．研究開始当初の背景 
 地球温暖化や生物多様性の喪失をはじめ

とする地球環境問題の深刻化に対し、その根

本的解決への有効なアプローチとして環境

教育に注目が集まっている。2008 年には日本

学術会議の環境学委員会 環境思想・環境教

育分科会によって、『学校教育を中心とした

環境教育の充実に向けて』と題する報告書が

提出された。この報告書の中では、「遊び仕

事と環境教育をうまくつなぎ合わせ、地域に

残る伝統技術、文化などを巻き込んだ形の環

境教育プログラムについて、多様な人々が集

まる大学を核として再生すべきである」とい

う革新的な提言が行われている。 

 遊び仕事とは、文化人類学の分野でいうと

ころのマイナー・サブシステンスのことであ

り、①生業活動の陰にありながら、それでも

なお脈々と受け継がれてきている、副次的で

すらないような経済的意味しか与えられて

いない生業、②消滅したところでたいした経

済的影響を及ぼさないにもかかわらず、当事

者たちの意外なほどの情熱によって継承さ

れてきたもの、と定義されている（松

井,1998）。具体的には、山菜採り、キノコ採

り、川やため池での漁撈やカモ猟、ハチ追い、

ニホンミツバチの養蜂、定置漁具を使った海

の漁などが遊び仕事にあたる。その特質とし

ては、伝統的でかなり長い歴史、自然との密

接で直接的な関係、簡単な仕掛けと高度な技

法、個人差、個人の裁量の大きさ、経済的意

味に還元できないような誇りや喜び、身体性、

遊びの要素が挙げられる（鬼頭,2007）。先人

たちは遊び仕事を、暮らしをとりまく自然と

の深い関わりの中で成立させ、継承してきた。

遊び仕事の発想は、生命の循環の上に成り立

つスローライフそのものであり、ここに“持

続可能な社会”を築きあげていくための重要

なヒントが隠されているように思われる。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、遊び仕事（マイナー・サ

ブシステンス）を環境教育の中に位置づけ、

遊び仕事の要素を取り入れた体験的な環境

教育プログラムを開発することである。具体

的には、長崎県対馬で盛んに行われている在

来種ニホンミツバチの伝統養蜂を題材とし

て、そこに内在する豊富な知識・技術・知恵・

文化を巻き込んだ形の体験的な環境教育プ

ログラムを開発する。 

 
 
３．研究の方法 
 本研究では、遊び仕事としてのニホンミツ

バチ伝統養蜂に関する環境民族学的調査を

基盤とし、そこで得られた成果を対馬の生態

系保全、および、地元児童への環境教育に還

元することを目指す。 

（１） 環境民俗学的アプローチ 

 四季を通して伝統養蜂の流れを理解し、網

羅的に調査を行うため、春（巣箱の設置）、

初夏（分蜂群の捕獲）、秋（採蜜）、冬（巣箱

の製作）にフィールド調査を実施する。そし

て、養蜂家から直接話を聞く聞き取り調査と、

実際の養蜂作業を継続的に観察する参与観

察の方法により、遊び仕事としてのニホンミ

ツバチ伝統養蜂に内包されている知識や技

術、知恵などを抽出する。 

（２） 保全生態学的アプローチ 

 ニホンミツバチの伝統養蜂は、ミツバチの

性質を熟知し、ミツバチに対して繊細な配慮

をしながら、自然のしくみや秩序を破壊せず

に巧みに利用することで成り立ち、持続的な

ものになっている。今なお約 2,000 人もの

人々が熱中するこの遊び仕事が成立してい

る要因は、地域の豊かな自然生態系が保たれ

ていることにあり、そこに伝統養蜂が寄与し

ている可能性が高い。本研究では、対馬にお

いて徹底したフィールド調査を行い、地域自

然に関する記述的研究を行い、島嶼という閉

鎖生態系の中でニホンミツバチが豊富に暮

らしていけるための環境条件を明示する。さ

らに、ニホンミツバチを伝統的な手法で飼う

という行為が、対馬の自然環境の保全・再生

にどうつながっているのかを明らかにする。 
（３）環境教育学的アプローチ 
 遊び仕事としてのニホンミツバチ伝統養

蜂は、自然を学び、自然と遊ぶ、豊かな自然

共生型ライフスタイルを創出、実現すること

にも貢献できると期待される。本研究では、

ニホンミツバチの伝統養蜂に内包される知

識・技術・知恵などを取り入れた環境教育プ

ログラムを作成し、実践することによって、

自然と人間が対等に向き合う等身大の共生

の場を提供し、生活技術を学ぶことができる

体験型環境教育を行う。 
 
 
４．研究成果 



 3年間の研究期間中、計19回対馬に渡航し

（延べ150日あまり）、四季を通してフィール

ド調査および聞き取り調査を行った。環境民

俗学的研究、保全生態学的研究、環境教育学

的研究によるアプローチを有機的に融合する

ことで、以下のような成果が得られた。 

①環境民俗学的アプローチにより、遊び仕事

としてのニホンミツバチ伝統養蜂に内包され

ている知識や技術、知恵などを抽出すること

ができた。 

②保全生態学的アプローチにより、ニホンミ

ツバチの伝統養蜂が、対馬の自然環境の保

全・再生に大きな貢献をしていることを明ら

かにすることができた（図１）。 

 

図１ 対馬の自然生態系における伝統養蜂の

果たす役割を模式化したイラスト 

 

③環境教育学的アプローチにより、ニホンミ

ツバチの伝統養蜂に内包される知識・技術・

知恵などを取り入れた環境教育プログラムを

作成、実践することができた。 

 また、３年間の研究成果を還元するために、

日本学術振興会「ひらめき☆ときめきサイエ

ンス」による伝統養蜂体験イベント『ニホン

ミツバチっておもしろい！〜伝統養蜂の世界

へようこそ〜』を平成25年10月13日、長崎県

対馬市において実施した。対馬市内の小学校

５・６年生21名を対象としてニホンミツバチ

伝統養蜂の魅力に触れる機会を提供し、地域

固有の養蜂文化への興味・関心が高めること

ができた。なお、この取り組みは日本学術振

興会「ひらめき☆ときめきサイエンス」のホ

ームページにおいて、「平成25年度よく工夫

されたプログラムの事例」として紹介される

など、高い評価が得られた。 
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